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（要 旨） 
 独自開発した外部エネルギーを必要としない制御型燃焼合成装置を用い、地球上に無尽蔵に存在す

るシリコンと窒素から合成したシリコン合金「メラミックス」が、水に不活性である事を活用して生産性に

優れかつ効率の良い成形加工法を開発した。 

１)水製コンパウンド(粘土、坏土)からの高速押出成形による球体、棒状、板状製品 

２)水スラリーからの遠心成形法による 3次元形状製品 

3)水スラリーのスプレードライを経て作製した顆粒からの成形体 

特に有機バインダー無添加で得られたこれらのグリーン成形体は乾燥後にも型崩れしない特徴があ

る。常圧窒素雰囲気での焼結後の収縮量は安定しているとともに、その静的機械的性質はいずれも良

好な値を示している。 
 坏土からの高速押出成形が可能になったことで自動車部品などを効率よく大量に生産可能となった。

図１は特殊鋼代替時に重要となるヤング率と密度の関係を示したグラフである。従来の製品設計サイズ

そのままで部品を製作するためには、特殊鋼と同等のヤング率が要求される。メラミックスは約 2.5分の
1の比重でかつ特殊鋼に近いヤング率を有するため、特殊鋼への置き換えが可能である。 
 図２はメラミックスに最適な成型方法を示した図である。メラミックス粉末に適度な水を加えることで押

し出し成型が容易ないわゆる坏土ができ、それを高速で押し出す（図３）ことで効率よく成型が可能であ

る。図４は押し出し直後に持ち上げ揺らされている板材である。揺らされた板材は切れることはなく、押

し出し直後の成型品がしなやかで強いことがわかる。なお有機バインダーは加えていない。 
 図５，６は乾燥させた押し出し成型品とそれを加工したグリーン成型加工品の概観写真である。乾燥さ

せた押し出し成型品の強度も高いため通常の機械加工が可能であり、さまざまな形状の製品製作が可

能である。 

 
 

 
 

2009.1.26 に開催されたテクノフェスタ予稿集から （１） 

図 1 特殊鋼代替えに重要なヤング率と密度の関係 



 

  
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（２） 

図２ メラミックスの成型方法 図３ 押し出し成型 

図４ 押し出し直後の成型品 図５ 押し出し成型品 

図６ 押し出し成型品 
（グリーン加工及び焼結後加工） 

図７ 大型ベアリングボール 


